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1. 最近フィルム包装の野菜が広く販売されている。

フイルム包装された野菜は，ばら売りのものに比べて，

細菌の二次汚染はもとより，一次汚染すら少ないという

印象を，消費者に与えがちである。このような野菜の一

般家庭での取扱いについては，洗浄や保存の方法に問題

がある。この包装野菜とばら売野菜のうち，主として生

食野菜について，細菌検査を行ない，菌汚染の状態，洗

浄による除菌効果を調べて，有効な洗浄方 法を 検討し

た。

2. 市販生食野菜の無洗浄のもの，水洗浄したもの，

洗剤洗浄したものについて，振り出し法により，大腸菌

群と生菌数を検査した。また洗剤の濃度別・時間別の洗

浄効果を調べた。

3. ピーマン，きゅうり，生椎茸，ニューヨークレタ

スの無洗浄区においては，s 当 り大腸菌群は7 ×103～

95×10* 生 菌数は2 ×10*~21×10^ の多数を検出 した

が，水洗浄あるいは洗剤洗浄の除菌効果は，相当高いこ

とを認めた。


